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冬ねぐらにおけるゴイサギの就鵬行動

五十嵐秀明

〒１５７東京都世田谷区祖師谷4-25-7
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はじめに

ゴイサギＭ'c"COﾉｍｗｙｃ"COﾉ、fはi§として夜間に採食行動をする性質があり，’'''１はねぐ

らのある林などで休息している．そして‘夕聯れの薄媒時にねぐらを離れて水辺に飛来して

朝方近くまで採食行助をし，１１のIIlIiの頃に採食地を離れてねぐらにﾘｉｉ来する（浦峻1952)．

コサギ助惣施gzz輝飾αなどの蜘了性のサギ瓶の就・雌jil桁動については，これまでに多く

の拙'『がある（たとえば茂田・両瀬1979，山岸ほか1980,ＩｊＩ･藤1984)．｜ﾉI･藤（1984）は，

コサギの就・雛jlMi行動と気象要Iﾉ《Iについての研究から，コサギの枕・離職行動は極々の複合

条件に影響されるが，照度がそのi畠要な要|ﾉ《'だとしている．また，このほかにもサギ類の

就・雛j１１$要因としての照度（11の出・’1没の時刻・Iﾘ1るさ）については多くの､服('ﾃがされて

いる（たとえばSeibel･tl951，茂'11．筒瀬1979)．しかし，夜|州に活動するゴイサギの就川

行動については，コサギと入持わりにねぐらの,111入りをしている様ｆが記戦されている縄度

である．そこで，木報では冬ねぐらにおけるゴイサギの就鵬する時刻について検討する．

調査地および調査方法

ゴイサギは繁殖期にはⅡ中の採食行動がみられ，また巣立ち後の幼鳥もIIIlIに採食行動を

行なうことがある（iIli接1952)．そのため，調査はゴイサギの'11|'の活動がみられなくなる

非繁殖期に形成される冬ねぐら（Iil-風1996）で行なった．

，淵在は，多摩川上》111原堰（上河原堰）で1992年１２jlから1993年２月のあいだに７１１１１，リI'｜

江11j元和泉（元利泉）で1992年121-1から1993年４jlのあいだに８回，世111谷Iえ玉川（｣§

川）で1994年９月から1995年211のあいだに61111行なった．また，この調査は，すべてIlIIi天

時に行なった．

上1111原堰のねぐらは，多摩川の''1州にある而破3200,2のヤナギ科Salicaceaeの樹木など

からなる低木の密′k地やオギハ雌cα"肋"ssacchαγ伽ﾉ･"ｓなどの11,虻木の群落である．このねぐ

らの調代は，100ｍほど離れた多隅||ﾉE岸の堤防から行なった．
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元和泉のねぐらは．Ｉｉ皇'七街にある1200m‘のサワラαzα"zae”"fs伽旋、のl1iIi林地で，雄も

近い採食場所である多摩川（Ⅲ卜嵐1996）から600ｍのMi雛に位侭する．このねぐらの調査

は，１５ｍほど離れたマンションの屋上から行なった．

１§川のねぐらは採食場所である多摩川や11ｉ川（li+･嵐1996）に1ｍした100()m2のイチョウ

G伽ｈgひＭＯ６ａ・ヤナギ科Ｓα"cacgagの樹木などの植林地である．このねぐらのＩ淵侮は、２０ｍ

ほど離れた河川側の地上で行なった．

調査は'１の川の１時間ほど前から１～211洲lのあいだに，枕jlIしたゴイサギの側休数を１

分ごとにI;Ll録した．

データの分析に際しては，環境や観察条件の進う３か所のねぐらを調査地としたことから、

巌初にそれぞれのねぐらでの就職状況を比校し．その後に分析を行なった．

結果

1.就jlI洲始時刻と日の,'Ⅱ時刻

ゴイサギの就jll湘始時刻の､|え均は，｜河原収が11の出前31.9分（11の出前41～22分,ＳＤ＝

6.92,ﾉV＝7)，元利泉が||の''''1前41.4分（|Iの,111前48～33分,ＳＤ＝5.85,ﾉV＝８)，Ｉ《川が'1の

{|'i前34分（|Iの出前40～１９分,ＳＤ＝7.48,ｊＶ＝6）であり（Fig.1)，３か所のねぐらの結果に

有意な雄はなかった（K1･uskalWallisの検定Ｈ'＝5.76,,1|Ｉ度２，ﾉVZ＝７，Ｎ2＝８，jV3＝６，Ｐ〉

0.05)．３か所のねぐらの結果をまとめると，ゴイサギの就川洲始時刻の平均は'1の出前36.1

分（'1の,ＩｌｌＩ前48～19分,ＳＩ〕＝7.93,jV＝２１）で，枕jlI柵始時刻と'１の出時刻とのあいだには

有恵の,'11MMが認められた（Fig.２；Ken〔lallの順位相関係放て＝().69,Ｚ＝4.32,ﾉV＝21,Ｐ〈

0.001)．

2.就j時終j'時刻と｢1のＩｌｊ１時刻

ゴイサギの枕jlI＃終了時刻の､F均は‘ 上河原収がI｣のIlli後29.3分（11のIIlli後７～54分,ＳＤ＝

19.52,ﾉV＝７)，ノ即|泉が｢Iの111Ⅷ

■

6.1分（|｣の出前１５分～１．|の出後

15分,ＳＤ＝8.94,ﾉＶ＝８)，玉川が

１１の{''1後１８分（'１の('１１前３分～

'1のＩＩｌｌｉ後50分,ＳＤ＝16.9,Ｎ＝６）

であり（Fig.１)，３か所のねぐら

の結果に有意な姥が認められた

(〃'＝11.58,口｢'１度２，jVZ＝7,jV2＝

8,ｊＷ＝6,Ｐ〈0.01)．そこで，それ

ぞれのねぐらを比鮫すると，上河

原堰と玉川のあいだには有意な茨

はなかったが（MannWhitneyU
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図１．各ねぐらにおけるゴイサギの就聴行動．時間の０は日の

出時刻を，グラフの棒は平均時間，線は標準lIIIi雄を示す．

Fig.１．Theroostingbehavi()rofNightHel･onsineachro()st．
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＝14.5,Ｚ＝-1.01,ﾉVI＝７，ﾉV2＝６，Ｐ〉0.05)，元和泉の就珊終了時刻は上河原堰より有意に早く

(Ｕ＝2.5,Ｚ＝-3.02,ﾉVI＝7,ﾉV2＝8,Ｐ〈0.01)，また，玉川に対しても有意に早かった（Ｕ＝3.5,Ｚ

＝-2.72,ＮI＝８，ﾉＶ２＝６，Ｐ〈０．０１)．

ゴイサギの就職終了時刻と日の出時刻の関係については，元和泉では有意な相関が認めら

れたが（て＝0.71,Ｚ＝2.35,ﾉV＝8,Ｐ〈0.05)，上河原堰（て＝0.29,Ｚ＝0.75,ﾉV＝7,Ｐ〉0.05)，玉

川（て＝0.60,Ｚ＝1.50,ﾉV＝6,Ｐ〉0.05）では有意な相関は認められなかった（Fig.３)．

3.就塘開始から終了までに要した時間

就肪開始から終了までに要した時間の平均は，上河原堰で６１．１分（３４～９１分，ＳＤ＝

21.35,ノV＝７)．元和泉で35.3分（18～60分，ＳＤ＝11.79,Ⅳ＝８)，玉川で52.0分（26～８９

分,ＳＤ＝20.57,ﾉV＝6）であり（Fig.1)，３か所のねぐらの結果に有意な差が認められた（〃'＝

6.18,自由度2,ﾉVI＝7,ﾉV2＝8,ﾉV3＝6,Ｐ〈0.05)．それぞれのねぐらを比較すると，上河原堰と

玉川のあいだ（Ｕ＝17,Ｚ＝-0.64,ﾉVI＝7,ﾉV2＝6)，元和泉と玉川のあいだ（Ｕ＝10.5,Ｚ＝-1.81,

ﾉVI＝8,Ｎ2＝6）のそれぞれには有意な差はなかった（Ｐ〉0.05）が，上河原堰と元和泉のあい

だには有意な差が認められた（Ｕ＝8,Ｚ＝-2.38,ﾉVI＝7,Ｎ2＝8,Ｐ〈0.05)．

4.時間別にみた就涛状況

それぞれのねぐらにおける全調査個体の就職時刻を，日の出時刻を基準とした５分ごとに

まとめて示したのがFig.４である．上河原堰では，就鵬したゴイサギの個体数が最も多かっ

た時間帯が日の出前25分から20分のあいだであったが，日の出時刻の前後10分にもピーク

がみられた．また，全調査個体のうち78.4％が日の出時刻までに就聴したが，日の出後に就

購する個体も毎回みられた．元和泉では，就勝したゴイサギの個体数が最も多かった時間帯

が日の出前30分から２５分のあいだであった．このねぐらでは，全調査個体のうち94.9％が

日の出前15分までに就jllfし，その後の就鵬

個体数は極めて少なくなった．また，99.7％

の個体が日の出時刻までに就聴し，日の出

後の就職がみられたのは１例のみであった．

玉川では，就塘したゴイサギの個体数が最も

多かった時間帯が日の出前25分から２０分の
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図2．ゴイサギの就jlI#開始時刻と日の出時刻の関係

Fig.２．′I11erelationshipbetweenthetimeｗｈｅｎ
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区13．ゴイサギの就jlIｷ終了時刻と日の出時刻の関係

Fig.３.'nlerelationshipbetweenthetimewhenall
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あいだであった．また，全調査個体のうち94.1％が日の出時刻までに就婚したが，日の出後

に就職する個体もほぼ毎回みられた．

考察

ゴイサギの就婚開始時刻と日の出時刻とのあいだに正の相関がみられたこと，各ねぐらに

おいて就聴する個体数が最も多かったのが，明るさを感じることができるようになる日の出

前30分から２０分のあいだであったことから，ゴイサギの就職行動には，日の出にともなう

照度の上昇が作用していると考えられる．

就jlMi要因に照度が影響していることについては，コサギ（伊藤1984）やダイサギＥα〃α

(Seibertl951）でも報告されている．

しかし，ゴイサギの就職終了時刻と日の出時刻との関係は，ねぐらによっては，相関がみ

られない場合があり，また，就婚に要する時間の幅が一定でなかったことからも，照度のほ

かにも就婚行動に影響を与えている要因があるものと思われる．

伊藤（1984）はコサギの就鴫前集合開始から就jiMi終了までの時間に幅があることは，採食

成功率に個体差があるためだとして，就職要因としての採食状態をあげている．また，ゴイ

サギは繁殖期には日中も採食行動をするが，その理由として出町ほか（1991）は，繁殖期に

は夜間の採食では食物の摂取堂が追いつかなくなるためだと考えている．非繁殖期において

も，日の出後の遅い時間まで採食行動をしている個体については，夜間に必要なだけ採食す

ることができなかった個体であることが予想される．そして，この調査を行なったゴイサギ

のねぐら付近では，日の出後まで採

食行動をしていたゴイサギが魚を捕
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食するとただちにねぐらに就くこと

や，１度就職した個体がねぐらの下の

水辺などで採食行動することがしば

しば観察されており（五十嵐未発

表)，これらの行動からも，採食状態

が就婚行動に影響を与えていること

が推測される．

一方，元和泉では就婚終了時刻が

ほかのねぐらに比べて早い時間であ

り，日の出時刻とのあいだには有意

な相関がみられた．また，ほかのねぐ
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suAi巽 らに比べて就婚に要する時間が短い

Ｔｉｍｅ(ｍin） 傾向にあり，日の出後に就jIMiする個

図4.5分毎にみたゴイサギのねぐら別就鵬個体数 体が極めて少なかった．元和泉とほ
Fig.４．NumbersofarrivingNightHeronseveryfive

かのねぐらの違いとしては，ねぐらの
minutesineachroost．
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立地条件があげられる．すなわち，３つのねぐらの中では，元和泉だけが採食場所から離れ

ているということである．しかし，この調査では採食場所から離れたねぐらが１つだけであ

り，採食場所との距離による就婿状況に差があるかどうかは判定することはできなかった．

以上から，ゴイサギの就鵬時間は照度に強く影響されているが，採食状態も関係する可能

性が推測された．

要約

ゴイサギの冬ねぐらにおける就暗行動を調査し，次の結果を得た．

ゴイサギの就職は，日の出前48分から日の出後54分のあいだに行なわれたが，多くの個体が就購

したのは日の出前30分から２０分のあいだであった．また，全体の94.1％の個体が日の出前に就職

した．ゴイサギの就鵬開始時刻と日の出時刻とのあいだには有意の相関が認められた．

したがって，ゴイサギの就勝時刻を決めている要因としては，日の出にともなう照度の上昇が考

えられた．しかし，就職時刻に個体差があること，日の出時刻を過ぎても採食行動をしていた個体

が，魚を捕食し，その直後に就鵬したこと，就聴後に採食行動をする個体がみられたことなどから，

就勝行動に採食状態が影響していることが考えられた．
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TheroostingbehaviorofNightHeronsinwinter

Hideakilgarashi

4-25-7Soshigaya,SetagayaFku,'Iblqml57,Japan

′IheroostingbehaviorofNightHeronsMﾉc"CO”"ｙｃ"comxwasinvestigatedattheirwinter

roostsonTolq7ohPomDecemberl992toAprill993andSeptemberl994toFebruaryl995，

NightHeronsbacktotheirroostonmoming・Thetimewhenheronsarrivedattheroost

sitesrangedbetween48minbefbresunrlseand54minaftersunrise,whilemostheronsarrived

attheroostsitｅｓｈｏｍ３０ｍｉｎｔｏ２０ｍｉｎｂｅｆｂｒｅｓｕｎｎｓｅ,ａｎｄ94.1％oftheroostingheronsarrived

befbresunrise.'IherewasasigniEcantlyhighcorrelationbetweenanPivaltimeandsunrise､Light

intensiw,therefbre,seemstobeoneofthemostimportantfactorsaffectingtheirarrivalatthe

roosts．

K2y抑0恋ﾊ伽ｵ雄”",”0s"咽69"αりわγ


